
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 21日(火)玉湯学園で学園教育推進会議（兼学校運

営協議会）が開催され、「今、学校と地域の連携について考え

る」をテーマに活発な協議がなされました。今回は、生徒会役

員を含む約 20 名が参加し、学園の児童生徒が地域と連携し

て取り組む活動の課題や今後広げていく方策について和やか

な雰囲気の中、グループ協議などが行われました。今後、ここ

で出た次年度につながる意見を実現に向けて検討していき、3

学期は新生徒会役員が参加して実施される予定です。 

 また、湖北白鳥学園（湖北中・古江小・大野小・秋鹿小）でも

「地域のいいところ・地域の課題・地域にお世話になったこと・

自分の夢」など学校運営協議会で意見交換をしました。ここで

出た意見がいろいろな形で次につながると思います。 

 「縁」第３号でほっとハート東出雲学園の学園教育推進会議で児

童・生徒に『社会参画力』をどのようにしたら身に付けさせることが

できるか？についてグループ協議をしたと紹介しましたが、東出雲公

民館の文化祭で生徒の『社会参画力』を育てる取組が実践されま

した。１～３年生の東出雲中生ボランティア希望者１１名が、文化祭

の１つのブースを任せられ、企画から当日の運営まで生徒が自分た

ちの力で実施しました。この取組は２年目となりますが、『社会参画

力』を身に付けるために最高な取り組みだと思 

います。当日はラスクとクッキー、パンを販売しま 

したが、材料の買い出し・協力店舗との交渉も 

すべて生徒が行い、失敗も１つの勉強として大 

人は見守りに徹しました。生徒は学校外だから 

できるいろいろな経験をしました。大人は見守る！ 

この姿勢が生徒の成長を最大限引き出したと 

思います。 みんなで企画会を実施 ３年生は全体をうまくまとめました 

 12月16日(土)に皆美が丘女子高等学校で「四者

の語らい」が開催され、「女子高のすすむべき道とは」

をテーマに協議・意見交換がなされました。この会は、

保護者、地域、生徒、教員が一堂に会し、よりよい学校

の在り方を語り合い、今後の学校運営・学校生活に生

かすことが目的で１０年前から続いています。 

 当日は約 30 名の参加があり、生徒会の進行による

学校紹介から始まりました。その後、5 グループに分か

れて活発な意見交換が行われ、参加者にとって貴重な

時間となりました。 

ここで出た意見は、 

この直後に開催さ 

れる「学校運営協 

議会」や今後の生 

徒会活動で実現に 

向けて検討される 

とのことです。 

 

玉湯学園 湖北白鳥学園（湖北中） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

生涯学習課（山田祐司） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

学校教育課 

 学び推進係（林 和博） 

TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

バックナンバー

はこちらから 

 中央小学校で12月7日に

収穫、18 日に収穫したじゃ

がいもで地域の方とカレー

作りをしました。カレー作り

の途中で子どもたちのじゃ

がいも観察の発表もあり、子

どもたちと地域の方の交流

がいろいろできました。 

 城北小学校で 12月 19

日に名人さん（地域ボラン

ティア）とじゃがいもの収

穫を行いました。全 4 回

の交流を通してつながり

が深まり、お互いに充実し

た活動になりました。 

 12月 9日・10日の 2日間、松江市の代表として、市内小学 6年生 20人が堀尾

吉晴公生誕の地である愛知県大口町を訪問しました。昨年度から始まったこの訪問

は、2回目となります。今回は大口町歴史民俗資料館で堀尾吉晴公について学んだ

後、8月に松江で交流した大口町の 6年生10人と再会し、一緒に桜の木の間伐材を

使ったキーホルダーづくりをしました。参加した児童は、大口町の歴史ある風情や人の

温かさ、松江市と大口町とのつながりなど、ふるさと松江のよさを再認識できる貴重な

体験ができました。 

 

 

 

【参加児童レポートより】 

・今回の訪問を通して、堀尾吉晴公のイメージが変わった。吉晴公についてもう一度考えてみようと思った。 

・姉妹都市の住民として、知っておいてよかったことがたくさんあった。愛知県、大口町だけでなく、地元である松江の

ことをさらに知ることができた。大口町などやまだ行っていない国宝 5城に行ってみたい。 

・大口町の皆さんが温かく迎えてくださり、うれしかった。大口町は自然豊かで人が温かい町なので、機会があったら

ぜひまた大口町に行きたいと思った。 

 

  

  

八束学園 

 11月から１月にかけて小学 3年生を対象とした

消防団出前授業が市内 9 校（延べ児童約 380

名）で行われています。早速、今年度作成され「縁」

でも紹介した副読本「地域を守る消防団の仕事」

を使った授業が行われていました。（写真は、出前

授業初回の古江小学校と報道機関に公開された

八束学園での出前授業の様子です。） 

 

古江小学校 
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